
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2016

6 月 23 日㈭、兵庫県民会館において「第 66 回 通常総会」を開催。2015 年度活動報告、2016 年度活動計画（案）
など 4 つの議案について審議し、すべての議案が可決されました。（関連ページ P.3）
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今
秋
、
兵
庫
県
内
で
2
番
目
と
な
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
朝
来
市
で
稼
働
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
未
利
用
材
（
間
伐

材
等
由
来
）、
一
般
材
（
製
材
端
材
等
）、
リ
サ

イ
ク
ル
木
材
（
建
設
廃
材
等
）
に
分
類
さ
れ
ま

す
が
、
利
用
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
「
未

利
用
材
」
だ
け
を
使
う
点
に
こ
の
発
電
所
の
最

大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
未
利
用
材
の
利
用
」
が
、
林
業
振
興

に
重
要
で
あ
る
た
め
、
当
森
林
組
合
連
合
会
で

は
、
兵
庫
県
等
と
協
力
し
て
県
内
の
森
林
組
合

や
素
材
生
産
者
等
に
呼
び
か
け
て
未
利
用
材
を

二
十
年
間
安
定
的
に
供
給
す
る
仕
組
を
構
築
す

る
一
方
、
発
電
所
の
隣
接
地
に
木
質
チ
ッ
プ
生

産
工
場
を
建
築
、
運
営
し
ま
す
。
既
に
半
年
分

の
約
三
万
ト
ン
の
未
利
用
材
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

等
、
着
々
と
準
備
中
で
す
。

で
は
、「
未
利
用
材
の
利
用
」
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

人
工
林
を
伐
採
し
て
利
用
し
て
き
た
の
は
、

根
元
の
少
し
上
の
三
㍍
×
二
〜
三
本
分
程
。
他

は
需
要
も
殆
ど
無
く
、
出
せ
ば
赤
字
に
な
る
の

で
山
に
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
下
図
）。

切
り
出
さ
れ
た
材
の
内
、
真
っ
直
ぐ

な
「
直
材
」
は
柱
等
建
材
用
。
曲
（
が

り
）
材
は
そ
の
程
度
に
応
じ
て
合
板
や

パ
ル
プ
チ
ッ
プ
用
に
な
り
ま
す
。
直
近

の
価
格
は
、
直
材
が
一
㎥
（
長
さ
三
m
、

直
径
二
十
㌢
の
材
で
約
十
本
）

一
万
一
千
円
程
。
曲
材
が
六
〜
八
千
円
程
。

高
性
能
林
業
機
械
の
普
及
等
が
進
み
、
幾
分

の
利
益
が
出
せ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
時
に
は
曲
材
が
二
、

三
千
円
ま
で
に
下
落
。
そ
れ
に
つ
れ
て
直
材
も

大
き
く
下
落
す
る
な
ど
価
格
が
不
安
定
で
、
計

画
的
な
伐
採
搬
出
が
困
難
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
十
年
間
安
定
し

た
資
源
が
必
要
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
計

画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
関
係
者
が
寄
っ
て

研
究
と
協
議
を
重
ね
、
未
利
用
材
の
安
定
供
給

が
可
能
な
取
引
価
格
と
協
力
関
係
の
合
意
（
兵

庫
モ
デ
ル
）
に
至
り
ま
し
た
。

放
置
さ
れ
て
き
た
低
質
材
が
搬
出
可
能
な
安

定
価
格
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
り

上
質
な
材
の
価
格
も
安
定
し
、
計
画
的
な
伐
採

搬
出
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

林
業
振
興
に
は
木
材
の
利
用
拡
大
が
不
可
欠

で
す
。
当
連
合
会
で
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

木
製
架
台
の
普
及
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

未
利
用
材
供
給
と
進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、
次

は
木
造
中
層
ビ
ル
建
築
で
注
目
の
C
L
T
に
も

取
り
組
も
う
と
検
討
中
で
す
。
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2016年度活動計画
〈基本テーマ〉地域コミュニティ・ネットワークの構築

〜協同が息づく兵庫のまちづくり〜

重 点 課 題
課題1．会員生協の組織・経営基盤の強化に貢献します
課題2．会員生協間の事業と活動の連携と交流を促進します
課題3．協同組合間協同の前進をはかります

課題4．行政ならびに関係諸団体との連携と交流をすすめます
課題5．くらし、平和、福祉、環境など社会的諸課題に取り

組みます

兵
庫
県
生
協
連 

通
常
総
会 

開
催

◆
基
本
テ
ー
マ 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築 

〜
協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り
〜

す
べ
て
の
議
案
審
議
が
滞
り
な
く
終
了

6
月
23
日
㈭
、
兵
庫
県
民
会
館
に

お
い
て
、
兵
庫
県
生
協
連
第
66
回
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
議
員
総
数
36
名
中
、
36
名
が
出

席
し
、（
実
出
席
31
名
、
書
面
議
決

5
名
）
2
0
1
5
年
度
活
動
報
告
、

2
0
1
6
年
度
活
動
計
画
（
案
）
な

ど
4
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
兵
庫
県
生
協
連 

事
務

局　

中
尾
ち
と
せ
の
司
会
で
は
じ
ま

り
、
本
田
英
一 

会
長
理
事
が
「
今

年
2
月
、
兵
協
連
は
『
瀬
戸
内
海
の

再
生
に
向
け
た
法
整
備
に
関
す
る
署

名
活
動
』
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て
、

兵
庫
県
知
事
感
謝
状
を
拝
受
い
た
し

ま
し
た
。
地
道
な
署
名
活
動
へ
の
ご

評
価
を
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。
今
後
も
『
防
災
・
減
災
』
の
取

り
組
み
、
兵
庫
県
『
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
防
止
事
業
』
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

会
員
生
協
・
団
体
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
連
携
に
つ
な
げ
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
を
代

表
し
て
兵
庫
県
政
策
創
生
部
長 

山

口 

最よ
し

丈た
け 

様
、
神
戸
市
市
民
参
画
推

進
局 

市
民
生
活
部
長 

谷 

真
行 

様
、

兵
庫
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

専

務
理
事 
浜
田 

充 

様
、
日
本
生
活
協

同
組
合
連
合
会 

関
西
地
連 

事
務
局

長 

小
林 
紀
久
子 

様
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
大
会
の
盛
会
と
今
後
の
発
展
を
祈

念
し
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
西
宮
市
民
共
済
生

活
協
同
組
合 

事
務
局
次
長 
白
井 

浩 

代
議
員
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事

を
進
行
。
第
1
号
議
案
2
0
1
5
年

度
活
動
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
及

び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
、
第
2

号
議
案
2
0
1
6
年
度
活
動
計
画
お

よ
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件
に
つ
い

て 

野
間 

誠 

専
務
理
事
か
ら
提
案
・

説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

藤
田 

雄
三 

特
定
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
購
買
、
医
療
、
大
学
、

共
済
生
協
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
会
員

生
協
か
ら
、
2
0
1
5
年
度
活
動

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、

コ
ー
プ
自
然
派
兵
庫 

山
口 

邦
子 

代

議
員
か
ら
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査

の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
「
生
産
者

と
組
合
員
が
一
緒
に
取
り
組
む
、
農

薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
お
い
し

い
お
米
づ
く
り
」
に
つ
い
て
。
次

に
、
ひ
ま
わ
り
医
療
生
協 

徳
田 

幸

博 

代
議
員
か
ら
「
健
康
と
生
活
の

自
立
を
支
え
合
う
医
療
生
協
を
」
と

題
し
て
「
地
域
で
の
生
活
と
く
ら
し
、

健
康
を
み
ん
な
で
支
え
あ
う
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
。
ま
た
、
甲
南
女
子

大
学
生
協 

塩
田 

恵
美 

代
議
員
か
ら

「
甲
南
女
子
大
学
生
協

2
0
1
5
年
度
活
動
紹

介
」
と
題
し
て
「
食
堂

部
、
書
籍
購
買
部
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
展
開
、

共
済
活
動
な
ど
、
設
立

20
周
年
を
迎
え
た
今
後

の
活
動
」
に
つ
い
て
。

最
後
に
、
姫
路
市
民
共

済
生
協 

藤
田 

浩
子 

代

議
員
か
ら
は
「
創
立
60

周
年
を
迎
え
て
」
と
題

し
て
「『
個
人
賠
償
責
任
補
償
』
の

広
報
活
動
、
60
周
年
を
記
念
し
て
公

募
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
と
も

に
『
親
切
な
説
明
、
細
や
か
な
対
応
』

を
め
ざ
す
事
業
運
営
」
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
1
号
議
案
、
第
2
号

議
案
の
審
議
を
行
い
、
続
い
て
第
3

号
議
案
か
ら
第
4
号
議
案
に
つ
い
て

も
提
案
と
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
の

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
く
兵
協
連 

理
事
に

岡
田 

勇
（
神
戸
市
民
生
協　

専
務

理
事
）、
西
谷 

圭
一
（
兵
庫
労
働
共

済
生
協　

専
務
理
事
）、
監
事
に 

岡

村 

卓
治
（
姫
路
市
民
共
済
生
協 

理

事
長
）〔
敬
称
略
〕
の
各
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

第66回

神戸市
谷 真行 部長

兵庫県
山口 最丈 部長

兵庫県農業協同組合中央会
浜田 充 専務理事

日本生協連　関西地連
小林 紀久子 事務局長
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兵協連 第1回理事会報告
Ⅰ．開催日時　2016年6月23日㈭ 
　　　　　　　午後3時36分〜3時43分

Ⅱ．開催会場　兵庫県民会館 11階「1103」

Ⅲ．出 席 者　本田、髙橋、野間、板崎、福島、
　　　　　　　新保、伴、大沼、本多、藤井、
　　　　　　　岡田、西谷（以上、理事）
　　　　　　　金丸、山添、岡村（以上、監事）

●会長理事、副会長理事、専務理事および 
　常勤する理事互選の件

三役の互選については、理事全員の賛成で下記
の理事が選任された。
会 長 理 事　本田 英一
副会長理事　髙橋 秀行
専 務 理 事　野間 　誠（常勤する理事）

●代表理事の選定の件

代表理事の選定については、理事全員の賛成で
下記の理事が就任した。
会 長 理 事　本田 英一
副会長理事　髙橋 秀行
専 務 理 事　野間 　誠

兵庫県生協連・2016年度 新執行体制 ○新任

役　職 氏　名 単協・役職名 役　職 氏　名 単協・役職名

会長理事 　本田 英一 コープこうべ　組合長理事

理　　事

　本多 義弘 近畿労働金庫兵庫地区統括本部 本部長

副会長理事 　髙橋 秀行 関西学院大学生協　専務理事 　藤井 貴浩 兵庫県立大学生協　専務理事

専務理事 　野間　 誠 コープこうべ　統括部長 ◯岡田　 勇 神戸市民生協　専務理事

理　　事

　板崎　 聡 神戸医療生協　専務理事 ○西谷 圭一 兵庫労働共済生協　専務理事

　福島　 哲 尼崎医療生協　専務理事

監　　事

　金丸 正樹 ろっこう医療生協　副理事長

　新保 雅子 コープこうべ　理事 　山添 令子 コープこうべ　常務理事

　伴　 智代 コープこうべ　理事 ◯岡村 卓治 姫路市民共済生協　理事長

　大沼 和世 生活クラブ都市生活　監事

〜新任の理事・監事〜〜退任の理事・監事〜

岡村 卓治
姫路市民共済生協

理事長

藤田 雄三
姫路市民共済生協

理事長

岡田 勇
神戸市民生協

専務理事

酒井 行雄
兵庫労働共済生協

理事長

西谷 圭一
兵庫労働共済生協

専務理事

嶋 秀穂
神戸市民生協

専務理事

4

兵
協
連
だ
よ
り



全
労
済
兵
庫
県
本
部
で
は
、
組
合
員
の

保
障
相
談
を
お
こ
な
う
窓
口
と
し
て
神

戸
・
尼
崎
・
姫
路
の
3
店
舗
に
加
え
て
、

三
宮
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
兵
庫
県
下
4

店
舗
目
と
な
る
全
労
済
三
宮
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
店
を
O
P
E
N
し
ま
し
た
。

店
内
に
は
飲
み
物
サ
ー
ビ
ス
や

車
い
す
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て

お
り
、
組
合
員
が
落
ち
着
い
て
保

障
相
談
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
6
名
の
店
舗
ス
タ
ッ
フ

は
、
笑
顔
で
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
る
事
、
組
合
員
目
線
で
の
保
障

相
談
を
お
こ
な
う
事
、
保
障
の
生

協
と
し
て
組
合
員
と
よ
り
長
く
つ

な
が
り
続
け
る
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

組
合
員
の
保
障
相
談
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
組
合
員
に
な
っ

て
い
た
だ
く
方
を
増
や
し
て
い
く

た
め
、
組
合
員
か
ら
の
紹
介
活
動
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
折
込
チ
ラ
シ

等
の
広
告
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
営
業
時
間
は
平

日
10
時
〜
17
時
で
す
が
、
8
月
か
ら
は
土

曜
日
営
業
（
予
約
優
先
）
も
お
こ
な
う
予

定
で
す
。

（
通
信
員
　
中
川 

純
一
）

「
全
労
済 

三
宮
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
店
」6

月
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2015年度　兵庫県生協連　第7回理事会報告
Ⅰ．開催日時　2016年6月6日㈪　午後2時00分〜3時50分
Ⅱ．開催会場　兵庫県民会館　12階「1201」
Ⅲ．出 席 者　本田会長理事、髙橋副会長理事、野間専務理事、板崎理事、福島理事、新保理事、伴理事、
　　　　　　　大沼理事、酒井理事、嶋理事、本多理事、藤井理事、藤田特定監事、金丸監事、山添監事

〈議決事項〉
（1）第66回通常総会 第1号議案承認について
（2）兵協連2016年度会費額決定および会費予算決定について
（3） 第66回通常総会 第2号議案、第3号議案、第4号議案承認に

ついて
　  ①第2号議案「2016年度活動計画および収支予算案承認の件」
　  ②第3号議案「役員選任の件」
　  ③第4号議案「役員報酬決定の件」
〈協議事項〉
（1）第66回通常総会およびレセプションの運営について
（2）第66回通常総会直後に行われる第1回理事会議題について
（3）2016年度生協功労者表彰の候補者推薦について
（4） 第2回理事会後の兵庫県企画県民部消費生活課と兵協連理事

会との懇談会および懇親交流会について
（5） 平成28年度災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡協議

会委員の委嘱について

（6）2016年度の東日本震災支援活動計画案について
（7）2017年新春トップセミナー（1/7）の講師案について
〈報告事項〉
（1） 「分野別生協からの状況報告」について、各出席理事・監事に

報告
（2） 平成28年度・29年度の「食の安全安心と食育審議会委員」

の推薦について
（3） 平成28年度・29年度の「県民生活審議会委員」の推薦につ

いて
（4）（特定非営利法人）ひょうご消費者ネットの理事就任について
（5）第94回国際協同組合デー・兵庫県記念大会（7/1）について
（6）前回理事会（4月4日）〜6月上旬までの兵協連行事・活動報告
（7）2015年度関西地連第5回運営委員会報告
（8）2016年度兵協連主要スケジュールについて
（9） 第67回通常総会日程について（2017年6月26日㈪を予定して

おります）

生協名 役職名 氏　名
佐 曾 利 消 費 生 活 協 同 組 合 理 事 長 北垣内優一
園田学園大学生活協同組合 専 務 理 事 大須賀　修

宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合
理 事 長 脇野　耕一
専 務 理 事 砂盛　光偉

生協名 役職名 氏　名

神 戸 市 民 生 活 協 同 組 合
理 事 長 岡口　憲義
専 務 理 事 岡田　　勇

尼崎市民共済生活協同組合 理 事 長 本田　良生
姫路市民共済生活協同組合 理 事 長 岡村　卓治

単 協 人 事
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兵庫県農協青壮年部協議会Ｊ
ＡJF 兵庫漁連広報部Ｊ

Ｆ

「華姫さわら」をPR！！
〜はなつぎ網漁を見学し大盛況〜

「第60回通常総会」を開催
／委員長に井上幸一さん

JF坊勢では、サワラはなつぎ網漁業で漁獲され、
鮮度を保つため、船上で素早く「神経締め（活〆）」
を行ったサワラを「華姫さわら」と命名し、PR
を図っています。これは、昨年、姫路城の別称か
ら「白

しら

鷺
さぎ

鱧
はも

」と名付けたハモのブランド化に続く
取組みで、はなつぎ網漁の「はな」と姫路の「ひ
め」から「華姫」と命名されました。

5 月29日㈰には同 JF 主催の「華姫さわら祭り」
が、姫路市妻鹿漁港にある JF ぼうぜ姫路とれと
れ市場で開催されました。イベントではプロの料
理人によるサワラの解体ショーや刺身・あぶり・
つみれ汁の無料試食が行われました。試食をした
人はその美味しさに感動したようで、とれとれ市
場のサワラの販売数が通常に比べ大幅に伸びたそ
うです。

また、特別企画として
サワラはなつぎ網漁見学
ツアーも行われました。
これは先着で予約を申し
込んだ参加者が、船に乗り込み、はなつぎ網漁の
様子を見学した後、同漁協直売所で新鮮な魚介類
のバーベキューを楽しむもので、沖での操業の様
子や、船上での神経抜きを見学した参加者からは
大きな歓声が挙がりました。また、漁場から妻鹿
漁港へ帰るまでの間に行われた、一等賞が直前に
漁獲されたサワラ 1 本というビンゴ大会で、船内
は大いに盛り上がったほか、バーベキューで提供
された新鮮な魚介類に参加者は大満足の様子で盛
況のうちに終了しました。

同 JF では、
7 月17日㈰に

「白鷺鱧まつ
り」を開催す
る予定とのこ
とです。

兵庫県農協青壮年部協議会は、若手農業者で構
成された県内 5 つの JA 青壮年組織で構成されて
おり、盟友（会員）数は187人です。同協議会は、
相互協力して情報交換や学習活動を行い、安定し
た農業経営の確立や地域社会に根ざした活動に取
り組んでいます。

同協議会は、 4 月26日、兵庫県農業会館で「第
60回通常総会」を開催し、平成27年度の活動報告
や28年度の活動計画など 4 議案が全て承認されま
した。

28年度の重点項目として、農業経営に関する学
習活動、農政問題の共有が挙げられ、学習活動と
しては、新規就農者の支援・盟友同士の情報交換
などを目的とした盟友マップを作成することにし
ました。

また、役員改選が行われ、新委員長に井上幸一
さん（JA 兵庫南青壮年部会）、副委員長に植田博
成さん（JA たじま青壮年部）、監事に村上貴史さ
ん（西神戸農業経営者協議会）がそれぞれ新たに
選出されました。

井上委員長は「新役員と県内の JA 青壮年組織
盟友の皆さんと共に、県内組織活動強化にベスト
を尽くしたい」と今後の抱負を語りました。

井上委員長（中央）、植田副委員長（左）、村上監事（右）
はなつぎ網漁を間近で見ることが出来ました
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兵協連だよりをご覧のみなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉
江です。

暑くなってきましたね。私は、よく、海を眺めることがありまして、晴れた日に海を眺めると、たくさ
んの小さな波が太陽の光を反射してキラキラしていることがあります。暑くなってくると、このキラキラ
が一段と美しくなるような気がします。

さて、6月11日㈯に、ひょうご消費者ネットの通常総会が開催されました。ひょうご消費者ネットは、現在、130名ほどの
会員を有するNPO 法人という団体です。通常総会では、昨年度の事業報告や決算報告が行われ、今年度の事業計画が
報告されました。通常総会が終わると、神戸市、消費者庁、それから法務局などで、それぞれ報告や申請などを行う必要
があります。そうです、6月は、そんな事務手続きの月なのでした。団体として適正な事業を行うため、このような事務手続
きも大切なお仕事です。

さて、来月は、今年度のシンポジウム等のお知らせをさせてください！
 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com連　絡　先

平成 27 年度　兵庫県内の消費生活相談状況

平成27年度に兵庫県内の消費生活相談窓口で受け付けた消費生活相談状況についてまとめた。
相談件数は49,428件（苦情41,715件、問合せ・要望7,713件）で、前年度（平成26年度）の51,093件（苦

情42,845件、問合せ・要望8,248件）から1,665件（苦情1,130件、問合せ535件）減少（前年度比−3.3％）し
ているものの、うち苦情相談件数は3年連続で4万件を超えている。

消費者トラブルにより支払った人の1人当たりの平均支払額は前年度の67.4万円から70.1万円になってお
り、中でも70歳以上の1人当たりの平均支払額は138万円と、前年度（114万円）から24万円（21.1％）の
増加を示している。
1　70歳以上の平均支払額は138万円。69歳以下（53万円）の2.6倍以上で推移

70歳以上の1人当たりの平均支払額は138万円で、69歳以下（53万円）の2.6倍以上。70歳以上の高額支
払いの主な品目は、「ファンド型投資商品」、「預貯金・証券等」、「工事・建築」、「生命保険」、「デリバティ
ブ取引」の順に多かった。
2　各年代の最多トラブルはワンクリック請求等。電子マネーでの支払いが増加

ワンクリック請求等を示す「インターネット情報サービス」は苦情の17.7％（7,367件）を占め、最多
品目となった。平均支払額は59.1万円で、過去3年間で最高額となった（25年度51.3万円→26年度48.4万円
→27年度59.1万円）。支払方法は「電子マネー類」が急増し、支払者全体の33％を占めた。
3　電話勧誘でのインターネット回線・プロバイダの乗り換えトラブルが急増

光回線やプロバイダサービスなどの「インターネット接続回線」に関する苦情相談が前年度から29.3％
増加（1,679件→2,171件）。電話勧誘が61.4％で、うち60歳以上が43.7％を占めている。大手通信会社が他
社に光回線の卸売を開始したこと、パソコンを遠隔操作し即座にプロバイダ乗り換え手続を完了する事業
者が増加したこと、等が増加の要因。
4　健康食品の通信販売トラブル急増。1回だけ試すつもりが定期購入に
「健康食品」が前年度から25.1％増加（26年度769件→27年度962件）し、うちインターネット通販が前

年度（80件）から3倍以上（254件）増加。「試しに低価格のサプリメントを購入すると、3ヶ月間は解約で
きない毎月定期購入の契約だった。」といった内容が目立つ。
5　高齢者の訪問購入トラブル増加。売るつもりのない貴金属を買い取られる
「訪問購入」が前年度から42.4％増（26年度384件→27年度547件）。60歳代以上が65.9％。「古着を売るつ

もりが、来訪した事業者に貴金属をしつこく求められ、根負けして売った。」といった内容が目立つ。
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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このたび、「組織管理部 人材開発 コープこうべ教育学習
センター」に異動することになりました。会員生協・団体、
みなさまの温かなお力添えとご指導をいただきながら、なん
とか4年9カ月の仕事を務めることができました。心から感謝申し上げます。
兵協連では、県内県外の多くの生協について学び、また、協同組合の仲間
として農協・漁協・森林組合のみなさまとも連携させていただいたことが心
に残っております。今後も、どこかで、みなさまとお会いできるのを楽しみに
いたしております。

本当にお世話になりました。ありがとうございました。

はじめまして。このたびコープこうべより着任い
たしました大戸亜津子と申します。これまで店舗の
事務や組合員活動に携わってきました。不安も多々
あり重責を感じておりますが、今回このような多くの方にお会いす
る機会を与えていただいたことに感謝しています。会員生協皆様の
お役立ちができるよう、初心に帰って誠心誠意努力を重ねてまいる
所存です。不慣れで何かと御迷惑をおかけすることもあるかと存じ
ますが、前任者同様のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

●離任のご挨拶

兵庫県の平成26年の死因第1位は“がん”です

実は全国でも下位なんです……兵庫県のがん検診受診率

▲

お住まいの市町がん検診担当課または下記サイトへ。
http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/shityomadoguti.html

●着任のご挨拶中尾 ちとせ 大戸 亜津子

● 兵庫県健康福祉部健康局疾病対策課からのお知らせ ●
早期発見にはがん検診

定期的にがん検診を受けると、「がんになる前の病変を見つけて、がんに罹ることを防ぐ」「症状がでる前
にがんを見つけ、治療にかかる負担を少なくする」ことができます。対象の方は是非、受診を！

◆胃がん検診、乳がん検診の検査項目などが変更されました
厚生労働省において、がん検診の効果について評価が行われ、科学的根拠に基づいて効果があるがん検診

の検査項目などが見直され、平成28年4月から適用されました。 （※下線部は変更箇所）

右記は、平成25年度国民生活基礎調査による都
道府県別のがん検診受診率調査結果です。

兵庫県のがん検診受診率、5つのがん検診すべ
て全国47都道府県のワースト10に入っています 。

お住まいの市町から、がん検診の案内が届いて
いませんか？お勤め先の健康診断にがん検診はあ
りませんか？ご自身あるいはご家族が受診するこ
とのできるがん検診を確認しましょう！

検診の種類 対象者 受診間隔 主な検査方法

胃がん検診
50歳以上の男女

※ 当分の間、胃エックス線検査は40
歳代可

2年に1回
※ 当分の間、胃エックス線検査は年1

回の受診可
胃内視鏡検査又は胃エックス線検査

大腸がん検診
40歳以上の男女 毎年

便潜血検査
肺がん検診 胸部エックス線検査、喀痰細胞診検査

乳がん検診 40歳以上の女性
2年に1回

マンモグラフィ（乳房エックス線）検査
※視診、触診は推奨しない

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 子宮頸部の細胞診検査

がん検診種別 受診率（兵庫県） 受診率（全国） 兵庫県順位
胃がん検診 34.9％ 39.6％ 46

大腸がん検診 34.8％ 37.9％ 38
肺がん検診 37.0％ 42.3％ 43
乳がん検診 38.0％ 43.4％ 44

子宮がん検診 39.3％ 42.1％ 39
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